
70歳でアルゼンチンタンゴを習い始め、72歳で日本の真反
対のブエノスアイレスに90日間一人旅をしてきた池田庭子
さん。 
単身ブエノスアイレスで、どんな生活をして、何を感じてき
たのか。そして、庭子さんを魅了したアルゼンチンタンゴと
は…。 
庭子さんの好きな言葉に「人間は死ぬまで挑戦する能力を
持っている」があります。 
『人生100年時代』において、池田庭子さんの挑戦はこれか
らも続きます。 

-自分らしい働き方・生き方- 

ゲスト：池田 庭子さん 

1/27(日) 10：30～12：00 

1,000円（税込） 

15名（女性限定） 

働く女子大学 うるおいプラス教室 

 

※当日会場でお支払いください 
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72歳の挑戦！ブエノスアイレス90日 一人旅 
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【池田 庭子さんプロフィール】 
1946年、 静岡市用宗にて、父は漁師、母は魚の行商の両親のもとに生まれる。 
30代～40代は、販売員の指導、企業研修のインストラクター、電話相談員など人と関わる仕事を多数経験。また「か
らだとことばのレッスン」のグループを創り、社会福祉施設で芝居を公演するなど社会活動にも積極的に参加。 
52歳 常葉大学教育学部生涯学習学科に入学 
    学生たちと子どもの健全育成を図るNPO法人をつくり理事長に就任「たぬき村」を運営 
58歳 常葉大学構内のコンビニエンスストアを経営 
65歳 鷹匠に「駄菓子屋カフェ」をオープン（ビル建て壊しのためクローズ） 
70歳 アルゼンチンタンゴに魅了され東京までレッスンに通う 
72歳 大学が移転するまでの1３年間大学構内のヤマザキコンビニを「ワイショ駄菓子屋カフェ」と名付けて経営。    
    大学の移転に伴い仕事は完結した。 
    今年7月に単身ブエノスアイレスの旅にでかけ、10月に帰国 


